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 売上収益（左軸）   営業利益（右軸）   営業利益率

2023年度の売上収益は、半導体不足の緩和による好調な車両販売や、円安の進行、電
動化・先進安全製品の拡販などにより、過去最高収益となりました。営業利益は、円安に
よる為替差益に加え、操業度益と合理化、変動対応力の強化がある一方、燃料ポンプを
中心とした品質引当の影響により、対前年度減益となりました。

 設備投資額（左軸）   減価償却費（左軸）   売上収益減価償却費率（右軸）

電動化・先進安全製品・半導体分野への投入拡大に加え、安全や品質など盤石な生産体
制確立のための投資を強化しつつも、規律を持った投資精査や成熟分野からのリソーセ
スシフトにより、売上収益減価償却費率を継続的に低減させています。

 資産合計（左軸）   親会社所有者帰属持分（自己資本）（左軸） �  
 親会社所有者帰属持分比率（右軸）

資産合計は、在庫低減や政策保有株式の売却を行う一方、円安による換算差、保有株式
の評価換算差により、前年度比大幅増となりました。親会社所有者帰属持分も、利益剰
余金の増加、保有株式の評価換算差により増加しました。

 当期利益（左軸）   ROE（右軸）   ROIC（右軸）�

事業ポートフォリオの入れ替えや、各地域での構造改革など、ROIC経営を推進していま
す。2023年度のROEは、品質引当の影響もあり、6.3%となりました。（引当除く9.0%）
※ ROIC（投下資本利益率）=親会社の所有者に帰属する当期利益／投下資本
　 投下資本は前年度末および当年度末の実績を平均して算出
　 投下資本=親会社の所有者に帰属する資本+有利子負債

 研究開発費（左軸）   売上収益研究開発費率（右軸）

電動化、半導体、次世代先進安全技術など、注力分野への投入を行い、前年度比+293
億円と、継続的に開発体制を強化しています。一方、AI活用などを含めた開発の自動化・
効率化を加速し、売上収益研究開発費率は前年度比-0.4ポイントとなりました。

 支払配当金（左軸）   自己株式取得金額（左軸）   DOE（右軸）

長期安定的に配当水準を向上するという方針のもと、DOEを2022年度に引き続き前年
度比+0.1ポイント向上させ、3.3%とすることに加え、過去最大となる2,000億円の自己
株式取得を実施しました。引き続き、株主還元を強化しています。

財務情報の詳細については、 「有価証券報告書」をご覧ください。
https://www.denso.com/jp/ja/-/media/secure-investors/securities/2024/securities-doc-101.pdf

財務ハイライト 非財務ハイライト

Facts & Figures

収益性・成長性

将来投入

安全性・レバレッジ

収益性

将来投入

株主還元

生活習慣スコア（単体） 
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「健康で、いつまでもいきいきと元気に働ける会社」を目指して、健康を重視した職場風
土づくりと自律的な健康行動を促進する取り組みを推進しています。各部門長と連携し
た組織軸での啓発活動や低スコア層へのアプローチなどを行うことで、年々スコアは良
化しています。2024年度以降は同様の活動を国内グループ会社まで拡大する予定です。

再生可能エネルギー導入量／割合（グローバル） 
（MWh）� （%）

 導入量（左軸）   割合（右軸）

2023年度までに国内9拠点、および欧州地域全拠点で再生可能エネルギー導入100%
を達成し、導入率は36.8%となりました。今後も2025年度のグローバルでの導入完了
に向けて、段階的に再生可能エネルギー比率を向上させていきます。
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管理職に占める女性の人数／割合（単体、事技系）* 
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 人数（左軸）   割合（右軸）

女性活躍については、採用・ライフイベントとの両立と、それを乗り越えた上での育成・
登用の各フェーズに指標を設け、一貫したキャリア形成を進めています。管理職候補一人
ひとりの特性に合わせ、メンタリングをしたり、研修会を開催したりするなど、オーダーメ
イド活動を行うほか、2024年度は、女性が99%を占める一般職コースを総合職と統合
し、さらなる活躍を支援します。
* 他社への出向者含む、他社からの受け入れ出向者含まず

休業度数率* 
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 （株）デンソー   国内グループ会社   海外グループ会社

2023年度は、部門トップによる安全コミュニケーション巡回や第三者による現認活動、 
高リスク設備などの爆発火災防止点検など、職場安全の向上に向けて強化を図りました。
その結果、グループ全体として、業界高水準値を維持することができました。（2023年 全
製造業の休業度数率：1.29＜厚生労働省公表＞）
* �休業度数率：100万延べ実労働時間当たりの労働災害による死傷者数で、災害発生の 

頻度を表す

海外拠点長に占める非日本人の登用人数／割合 
 （人）� （%）
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 人数（左軸）   割合（右軸）

多様な人財が適所適財で活躍できる組織風土の実現に向け、将来のリーダー候補の育
成・登用活動に力を入れています。海外地域においては、2030年度に海外拠点長の非
日本人登用率50%達成に向け、グローバル選抜研修・人財開発会議での育成・登用議
論およびフォローアップ、役員と海外人財との1on1などを通じ、人財の認知・育成機会
を強化しています。

日本・海外特許保有件数と出願件数* 
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 日本特許保有件数（左軸）　  海外特許保有件数（左軸）　 
 日本・海外特許出願件数（右軸）

知的財産は、当社の競争力の源泉です。積極的に技術研究開発に取り組むことにより知
的財産を創出・取得し、有効活用しています。なお、自動車業界における特許新規登録数
は、2023年度は日本第3位、米国第9位でした。
* �特許出願件数については、日本・海外の合計件数を表示。また、出願件数の条件は、出

願日が当該年度のデンソーの特許出願であり、日本の件数は国内優先権で取り下げら
れた案件、分割出願を含み、海外の件数は継続・分割出願を含む
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https://www.denso.com/jp/ja/-/media/secure-investors/securities/2024/securities-doc-101.pdf

